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鬘

事
務
所
だ
よ
り
瀞
鱗

応
じ
て
課
税
す
る
外
形
標
準
課
税

議
題
と
は
関
係
の
な
い
道
筋
に
逸

の
拡
大
や
一
部
企
業
に
税
優
遇
を

れ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
掘
り
下
げ
て

刃
諭
穐
麗
ぎ
が

赤
字
企
業
で
も
事
業
規
模
な
ど
に

の
目
的
を
明
確
に
す
る
o
会
議
が

u蜜
蝋
.
井
榊

う
榊
礬
鷲
製
絲穰

“&
繊
*臟
朧
競

認
め
る
租
税
特
別
措
置

(政
策
減

し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
な
く
な

税
)
の
縮
小
な
ど
が
上
が
っ
て
い

り
、
参
加
者
が
1
つ
の
ポ
イ
ン
ト

る
。

に
集
中
し
て
議
論
す
る
こ
と
が
で

政
府

･
与
党
は
年
末
ま
で
に
具

き
る
。

法
人
税
が
来
年
度
か
ら
引
下
げ

体
的
な
代
替
財
源
を
検
討
す
る

第
3
は
会
議
に
か
け
る
時
間
を

財
源
確
保
で
具
体
策
を
協
議

が
、
調
整
は
難
航
し
そ
う
だ
。

厳
守
す
る
。
1
つ
の
会
議
時
間
は

政
府

.
与
党
は
現
在
約
35
%
の

な
そ
ん
ゴ
ふ

‘
:
ゞ

~
:
き

1
時
間
と
し
、
冒
頭
5
分
で
会
議

法
人
実
効
税
率
を
2
0
1
5年
度

讓
廉
餐
蛾
鯰
や
廓
柵
崗
ル

の
目
的
を
確
認
0
議
論
に
は
45
分

か
ら
引
き
下
げ
る
方
針
を
固
め

"司

を
使
い
、
最
後
の
10
分
で
議
事
録

た
。
経
済
財
政
運
営
の
基
本
方
針

自
動
車
販
売
の
N
社
は
会
議
を

を
作
成
。
会
議
開
始
時
に
会
議
の

(骨
太
の
方
針
)
に
明
記
す
る
。

効
率
よ
く
進
め
る
た
め
に
3
つ
の

目
的
を
明
確
に
し
た
ら
最
後
は
議

今
後
は
税
率
の
水
準
と
と
も
に
減

ル
ー
ル
を
徹
底
し
て
い
る
。

論
の
結
果
を
全
員
で
確
認
す
る
。

税
分
を
穴
埋
め
す
る
財
源
確
保
に

第
一
の
ル
ー
ル
は

｢
ペ
ー
パ
ー

、

つ
い
て
具
体
策
を
協
議
す
る
。

*
小
企
業
の
総
合
的
な
経
営
相
談

レ
ス
化
｣,
配
布
資
料
を
極
力
少

-『纂
ろ
ず
支
援
拠
占已
が
整
備

法
人
税
率
1
%
当
た
り
の
税
収

な
く
す
る
。
資
料
作
成
に
か
か
る

は
約
4
7
0
0
億
円
。
減
税
分
を
-
,
時
間
も
節
約
で
き
る
。

中
小
企
業
の
経
営
に
助
言
を
す

手
当
て
す
る
た
め
の
候
補
に
は
、

第
2
は
会
議
の
始
ま
り
に
会
議

る
経
済
産
業
省
の

｢よ
ろ
ず
支
援

人川
富
也
税
理
士
事
務
所
だ
よ
り
士
也

礎
滋
卸
"
?

噸
24
24

人
贈
言

発
行
権
踞彩
錠

編
壯
月
轢轍
報

税
小
譲
無機

拠
占
に
が
全
国
に
整
備
さ
れ
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ

る
地
元
の
企
業
経
営
者
や
専
門
家

ら
が
、
中
小
企
業
の
売
り
上
げ
拡

大
に
つ
な
が
る
よ
う
、
財
務
状
況

な
ど
を
分
析
し
た
り
、
助
言
し
た

り
す
る
。

具
体
的
に
は
、
中
小
企
業

･
小

規
模
事
業
者
の
起
業
か
ら
安
定
ま

で
、
段
階
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
①

既
存
の
支
援
機
関
で
は
十
分
に
解

決
で
き
な
い
経
営
相
談
に
対
す
る

｢総
合
的

･
先
進
的
経
営
ア
ド
バ

イ
ス
｣、
②
事
業
者
の
相
談
に
応

じ
た
｢適
切
な
チ
ー
ム
の
編
成
｣、

③
案
件
に
応
じ
た

｢的
確
な
支
援

機
関
な
ど
の
紹
介
｣
ー
と
い
っ
た

対
応
を
行
う
。

支
援
拠
点
は
鼾
都
道
府
県
に
1

カ
所
ず
つ
置
く
予
定
。
産
業
振
興

を
担
う
財
団
法
人
や
商
工
会
組
織

が
受
け
入
れ
る
。
鱒
拠
点
を
設
置

し
、
残
り
の
7
拠
点
も
順
次
開
設

す
る
。
全
国
の
支
援
拠
点
は
経
済

産
業
省
H
P

耳
言
…＼
＼
"
"
"
日
①
#
‐"
"

＼

℃
尺の
のの＼
N
O
]▲
＼
○
切
＼
N
O
｣A
O
飢
N
u
o
o
]＼

N
O
FA
O
飢
N
q
o
o
｣‘ー
の
ゑ吶)心
情

圏
圏

イ
ン
ボ
イ
ス
(税
額
票
)

企
業
が
取
引
先
に
商
品
を

納
入
す
る
際
に
、
商
品
ご
と

の
税
率
や
税
額
を
書
い
て
発

行
す
る
伝
票
の
こ
と
。現
在
、

日
本
で
一
般
的
に
使
わ
れ
て

い
る
請
求
書
は
、
商
品
ご
と

の
税
率
や
税
額
を
書
く
欄
が

な
い
。
日
本
は
消
費
税
が
8

%
と
単

一
で
、
合
計
金
額
さ

え
分
か
れ
ば
消
費
税
額
を
計

算
で
き
る
。

し
か
し
、
生
活
必
需
品
の

消
費
税
率
を
低
く
抑
え
る
軽

減
税
率
が
導
入
さ
れ
消
費
税

率
が
複
数
に
な
る
と
、
合
計

金
額
だ
け
で
は
消
費
税
が
分

か
ら
な
く
な
る
。

軽
減
税
率
を
導
入
し
て
い

る
欧
州
の
多
く
の
国
で
は
イ

ン
ボ
イ
ス
方
式
を
採
用
し
て

い
る
。
日
本
も
97
年
に
消
費

税
率
を
3
%
か
ら
5
%
に
弓

き
上
げ
た
特
に
、
イ
ン
ボ
イ

ス
の
導
入
を
検
討
し
た
が
、

中
小
企
業
の
事
務
負
担
が
大

幅
に
増
え
る
こ
と
な
ど
を
理

由
に
見
送
ら
れ
た
。
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う
イ
ー
消
費
者
集
合
訴
訟
法

ノ

を
技
)
古
宮

一

缶
日き
曰疋
眠
れ

,

畦
-
÷

、

n
リ

、

"

テ
イミ逕
｣■｣
〉

･

狂
び

寺
ハ
′

な
製
品
の
欠
陥
な
ど
に
よ
る
消
費
者
の
損
害
を
救
済
す
る

｢消
費
者
の
財
産
的
被
害

集
団
的
な
回
復
の
た
め
の
訴
訟
制
度
-
(消
費
者
集
合
訴
訟
法
)
が
成
立
し
ま
し

た
勾
剛
油
は
被
害
を
受
け
為
多
数
鱗
消
費
者
を
一括
して
消
費
者
団
体
が
提
訴
す
る

制
度
で
す
。
被
害
者
保
護
の
側
面
か
ら
は
一
歩
前
進
と
い
え
ま
す
が
、
企
業
側
に
と

っ
て
は
注
意
す
べ
き
点
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
消
費
者
集
合
訴
訟
法
の
概
要

と
企
業
の
対
応
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

従
来
、
個
々
の
消
費
者
が
損
害
を
受
け

せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
多
く
、
実
際
に

て
も
訴
訟
費
用
や
労
力
、
企
業
と
の
交
渉

裁
判
を
起
こ
し
て
も
、
そ
の
損
害
を
回
復

力
の
差
な
ど
を
考
え
て

"泣
き
寝
入
り
“

す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
消
費
者
庁
は
、
こ
う
し
た
消
費

、1
1l
ノ

-

)
/

＼)
ノ

＼1
1
ノ

者
問
題
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
新
た
な
集

参

綣

合
訴
訟
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
o
そ
れ
が

額
も

消
費
者
集
合

(集
団
)
訴
訟
法
で
す
。
昨

み
懸
)
計れ
…
猫
柳

"雌
諭鰭“
敗
…
避
瀦
翳澱
‐年床
に
成
立
乱ま
乱
缺
がゞ
施
垳
日は
ー

1
“

“1き

譜
↓
勘
↓
嬬
迩

5
“
′“
気
“
“
“
“
“
‘
“
す

謀
獺助
川÷
湘
彬
脈
颯

1
2
段
階
で
消
費
被
害
を
回
復
1

賞
繞･鷹+▼靴
劉
總峨
者境衞洲渡く窓撚れ渕堀場鶏濃椦努潴潰

者

〔

“
消

繕

り
･
被
害
者
の
代
わ
り
に
返
金
を
求
め
た

…

/

、

/
＼

/

＼

纜
{

…

玖
墾
賠
雙
架
を
す
逡
と
は
ぎ

第
1
段
階

…

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
集
合
訴

第
2
段
階

訟
は
第
一
段
階
で
政
府
の
認
定
を
受
け
た

消
費
者
団
体

(特
定
適
格
消
費
者
団
体
)

、

ノ彬騨訴榊勝
謝
ー

〔

第
1
段
階

政府認定の消費者団体が提訴
(被害者からの依頼は不要)

↓ ↓

消費者団体が消費者へ通知 ･公告

一↓
被害を受けた多数の消費者が参加

一↓
各被害者への損害賠償額決定
(異議があれば通常の訴訟も可能)

が
提
訴
し
、
消
費
者
団
体
が
勝
訴
し
た
場

合
に
は
第
2
段
階
と
し
て
被
害
者
が
参
加

で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多
数

の
被
害
者
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
個
々
の

被
害
額
が
小
さ
く
て
も
争
い
や
す
く
、
代

金
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
制
度
に
改
め
ま
し
た
。

集
合
訴
訟
制
度
が
想
定
し
て
い
る
の

は
、
｢返
還
す
る
べ
き
金
銭
を
不
当
に
払

わ
な
い
場
合
に
返
還
を
求
め
る
ケ
ー

ス
｣、
｢不
当
な
勧
誘
行
為
等
で
購
入
さ
せ

ら
れ
た
商
品
の
購
入
代
金
の
返
還
を
求
め

る
ケ
ー
ス
｣、
｢購
入
し
た
商
品
に
欠
陥
が

あ
り
、
売
買
契
約
を
解
除
し
て
返
金
を
求

め
る
ケ
ー
ス
｣な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

し
か
し
、
製
品
事
故
や
食
中
毒
、
個
人

情
報
の
流
出
事
故
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ

の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。
精
神

的
苦
痛
に
よ
る
慰
謝
料
や
逸
失
利
益
、
製

品
事
故
な
ど
で
人
身
に
及
ぶ
被
害
の
賠
償

は
、
通
常
の
民
事
訴
訟
で
解
決
を
図
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
拡
大

損
害

(契
約
の
目
的
と
な
る
も
の
以
外
の

財
産
が
滅
失

･
損
傷
し
た
こ
と
に
よ
る
損

宝
已

も
対
象
外
で
す
。

■
企
業
側
の
対
応
■

一
方
、
同
様
の
制
度
を
導
入
し
て
い
る

米
国
で
は
、
集
団
訴
訟
が
頻
発
し
、
莫
大

な
和
解
費
用
や
訴
訟
費
用
に
よ
る
悪
影
響

が
生
じ
て
い
ま
す
。
日
本
の
経
済
界
か
ら

は
、
｢集
合
訴
訟
が
日
本
に
も
導
入
さ
れ

る
と
、
消
費
者
か
ら
の
訴
訟
が
乱
発
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
｣と
警
戒
し
て
い
ま
す
。

多
発
す
る
訴
訟
が
健
全
な
企
業
活
動
ま
で

も
萎
縮
さ
せ
る
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

1
人
あ
た
り
の
被
害
額
が
わ
ず
か
で
あ

っ
て
も
、
大
多
数
が
制
度
を
使
っ
て
訴
訟

に
参
加
す
れ
ば
、
企
業
の
賠
償
額
は
極
め

て
巨
大
な
も
の
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
企
業
は
そ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た

め
、
消
費
者
が
少
し
で
も
納
得
で
き
な
い

契
約
を
結
ん
だ
場
合
に
は
、
契
約
の
解
除

や
代
金
の
返
金
に
応
じ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。こ
の
新
し
い
制
度
の
下
に
お
い
て
企
業

が
余
計
な
リ
ス
ク
を
負
わ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
消
費
者
と
の
契
約
の
約
款

の
文
言
を
再
度
検
討
し
直
し
た
り
、
契
約

の
文
言
を
消
費
者
に
分
か
り
や
す
い
も
の

に
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
、
商
品
の
不
当
表
示
や
消
費
者

に
著
し
く
不
利
な
契
約
条
項
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
製
品
の
ラ
ベ
ル
や
説
明
書
に
誤
記

が
あ
っ
た
場
合
や
高
額
な
事
務
手
数
料
あ

る
い
は
キ
ャ
ン
セ
ル
料
等
は
、
集
合
訴
訟

の
損
害
賠
償
請
求
の
対
象
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

企
業
側
に
お
い
て
は
、
消
費
者
契
約
等

の
法
規
に
照
ら
し
、
問
題
が
な
い
か
洗
い

出
し
を
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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m
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中
小

･
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

働
却
特輻
雛稀
鱗
盤
臓

中
小
企
業
が
新
し
い
技
術
を
開
発
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
特
許
に
す
る
た
め
の

費
用
が
負
担
と
な
っ
て
権
利
化
を
断
念
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
中
小
企
業
の
出
願
･
権
利
化
を
支
援
す
る
た
め
、
｢産
業

競
争
力
強
化
法
｣
が
4
月
に
施
行
さ
れ
、
特
許
料
等
の
軽
減
措
置
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
の
措
置
で
は
軽
減
額
を
大
き
く
す
る
と
と
も
に
適
用
と
な
る
対
象
者
の
範

囲
も
拡
大
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
中
小

･
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
よ
る
特
許
出

特
許
権
は
中
小

･
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に

-
｣

-
｣

鋭

斜

と
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
上
の
重
要
な

｢武

/
)

/
)

器
｣
と
な
り
ま
す
が
、
取
得
費
用
や
そ
の

鍍
附

α
附

ミ
ミ

-

◆
【
I
◆
-
ゞ
も
も

も
ふ
て

額
較

額
較

維
持
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
り
、
資
金

･

莢

莢

莢

戊
金
額

戊
金
額

力
が
十
分
で
な
い
企
業
に
は
大
き
な
負
担

、鉛
醐
醐
醐

醐
M
る

醐
け
る

と
な
り
ま
す
。
特
許
料
等
を
軽
減
･
ま
た

に
鬮
回
鬮
回
付
翳

晒
付
箋

は
免
除
す
る
措
置
は
従
来
か
ら
あ
り
ま
し

/

為
為

為

為
納
崖

為
納
崖

た
が
、
今
回
の
措
置
で
は
特
許
料
金
等
の

4l

4I

4I

4I

4I
/
‐、、
来
年

41
′/
、
来
年

斗

大
幅
な
軽
減
措
置
の
ほ
か
、
対
象
と
な
る

*

企
業
の
範
囲
も
拡
大
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

)

数

分

手

よ
り
、
中
小

･
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
よ
る

年

付

特
許
出
願
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

也
送
料

料

れ
て
い
ま
す
。

~

･

数

数

料
1

料
手

手

料

特
許
法
等
の
減
免
措
置
に
つ
い
て
解
説

求

(

数

査

願

数

す
る
前
に
、
ま
ず

｢特
許
料
｣
に
つ
い
て

語

料

手

審

出

手
-
-

精
器
轆

醸

臟

簡
単
に
整
理
し
て
お
き
ま
す
o

特
許
料
は
登
録
時
に
最
低
3
年
分
納
付

審査請求料 1/3に軽減

特許料 (1 ~ 10年分) 1/3に軽減

調査手数料 ･送付手数料 1/3に軽減

予備審査手数料 1/3に軽減

国際出願手数料

悠
)鰔饑

4I
/
‐、、
来
年

取扱手数料
-
-

悠
)懲鱗

41
′/
、
来
年

し
、
第
4
年
以
降
の
特
許
料
に
つ
い
て
は

そ
の
前
年
が
終
了
す
る
ま
で
に
納
付
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

(例
え
ば
第
4
年

目
の
特
許
料
は
、
第
3
年
目
が
終
了
す
る

ま
で
に
納
付
)。
特
許
権
は
原
則
と
し
て

出
願
日
か
ら
20
年
の
存
続
期
間
が
あ
り
ま

す
が
、
特
許
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
途
中

で
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
許
出
願
の
手
続
き
は
、
研
究
成
果
は

出
た
が
、
ま
だ
そ
こ
か
ら
の
利
益
が
出
な

い
段
階
で
行
う
こ
と
が
多
く
、
ま
た
権
利

化
後
も
維
持
費
が
か
さ
む
た
め
、
中
小

･

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
中
に
は
、
優
れ
た
技

術
で
あ
っ
て
も
特
許
権
を
断
念
す
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
今

年
4
月
か
ら
平
成
30
年
3
月
ま
で
の
期
間

限
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
幅
な
軽
減
策

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

■
軽
減
措
置
の
概
要
■

こ
の
軽
減
措
置
に
よ
れ
ば
、
国
内
出
願

は
、
出
願
審
査
請
求
料
や
10
年
分
ま
で
の

特
許
料
を
現
在
の
3
分
の
1
納
付
す
れ
ば

よ
く
、
ま
た
、
国
際
出
願
で
は
、
特
許
庁

が
管
轄
す
る
手
数
料
は
3
分
の
1
納
付
す

れ
ば
よ
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
事
務
局
が
管
轄
す
る
費
用

(国
際
出
願
手
数
料
、
取
扱
い
手
数
料
)

は
、
全
額
納
付
後
、
3
分
の
2
に
あ
た
る

額
が
返
還
さ
れ
、
実
質
的
に
3
分
の
1
に

な
り
ま
す
。
調
査
手
数
料
･
送
付
手
数
料

と
は
、
日
本
国
特
許
庁
に
よ
る
国
際
調
査

な
ど
を
受
け
る
た
め
の
手
数
料
の
こ
と
。

予
備
審
査
手
数
料
と
は
、
国
際
調
査
に
加

え
て
、
出
願
人
の
任
意
の
請
求
に
よ
り
予

備
的
な
審
査
を
受
け
る
た
め
の
手
数
料
の

こ
と
で
す
。

い
ず
れ
も
平
成
26
年
4
月
か
ら
平
成
30

年
3
月
ま
で
に
特
許
の
審
査
請
求
を
行
う

案
件
が
対
象
で
す
。

■
対
象
と
な
る
企
業
■

こ
の
割
引
制
度
を
利
用
で
き
る
企
業
で

す
が
、
小
規
模

(従
業
員
幻
人
以
下
｢商

業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
は
5
人
以
下
｣)
の

個
人
事
業
主
お
よ
び
法
人
企
業
で
す
。

ま
た
、
個
人
事
業
主
に
は
事
業
開
始
10

年
未
満
、
法
人
企
業
で
は
、
設
立
後
10
年

未
満
で
資
本
金
3
億
円
以
下
の
も
含
ま
れ

ま
す

(但
し
、
法
人
企
業
は
、
上
記
条
件

を
満
た
し
て
も
、
他
企
業
の
子
会
社
な
ど

の
場
合
は
除
か
れ
ま
す
)。

こ
れ
ま
で
適
用
対
象
企
業
は
法
人
税
が

課
さ
れ
な
い
赤
字
の
中
小
企
業
等
か
設
立

後
10
年
を
経
過
し
て
い
な
い
企
業
が
対
象

で
し
た
。
｢赤
字
｣
と
い
う
条
件
が
あ
っ

た
た
め
、
利
用
率
が
低
い
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。今
回
は
赤
字
か
黒
字
か
を
問
わ
ず
、

従
業
員
幻
人
以
下
の
小
規
模
企
業
、
設
立

10
年
未
満
の
中
小
･
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
減
額

幅
｢3
分
の
1
｣
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
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満
た
し
て
い
れ
ば
、

一
般
的
な
慣
例
や
儀

と
。

馴

職
場
で
仕
事
を
円
滑
に
進
め
る
た

▼
あ
る
企
業
は
、
こ
う
し
た
弊
害
か
欄

礼
と
い
う
要
素
が
強
い
こ
と
か
ら
、
給
与

た
だ
し
、
記
念
品
に
代
え
て
商
品
券
な

臟
め
に
必
要
な

｢報
･
連
･
相
｣
(ホ

ら

｢報

.
運

.
相
｣
を
廃
止
し
、
目

酬

‘
●
‘
課
“
●
“
‘
‘
‘
‘
“
‘
と
‘
“

盤
支締釘僑鰯給死は金銅錫狄劾続
劇
ウ
レ
ン
ソ
ウ
)o
｢報
告
｣｢連
絡
=
相

璽非

分
の
頭
で
考
え
、
実
行
す
る
こ
と
を
皿

っ
て
い
ま
す
o

爛
談
｣
は
業
務
の
効
率
を
上
げ
、
ミ
ス

諸物
推
奨
し
て
い
ま
す
。
上
司
の
顔
色
を
酬

(創
業
記
念
品
〉

と
変
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
全
額
が

卿
や
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
の
仕

↑“
伺
わ
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
る
た
め
皿

①

支
給
す
る
記
念
品
が
社
会
一
般
的
に

給
与
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

み
て
記
念
品
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の

皿
事
の
基
本
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

で
す
。
▼
優
等
生
的
な
社
員
は
、
上
皿

な
お
、
近
年
で
は
、
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト

=

で
あ
る
こ
と
。

を
贈
り
、
掲
載
さ
れ
た
商
品
を
記
念
品
と

馴
近
年
、
こ
の

｢報

,
連

,
相
｣
を
疑

剛
胆
司
や
同
僚
と
の
対
立
を
避
け
る
た
め
脚

②

記
念
品
の
処
分
見
込
価
額
に
よ
る
評

し
て
支
給
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。

-

記
念
品
を
自
由
に
選
択
で
き
る
と
な
る

=

碗
瀬
か
等
“
“
(“
“
“
)
“
‘
“
“

と
、
会
社
か
ら
支
給
さ
れ
た
金
銭
で
そ
の

卿郡拝駄牡偏に埠繭鋭贓酷射移認
種こ
泳淀を酎鵬駝琵於優秀浚材企虱鰤

(0に袖渓徹訟③熟締友ヂ碇潮偏に芝
編物教導圦れ歓湯治苓花掘℃鋤嫌誠鱗
馴れだ漱掃靜役働臥観拭け熟撫難
圏剛
漱ず健全欺射泣勢赫帖輯狄なさ脚

お
お
む
ね
5
年
以
上
の
間
隔
で
支
給
す

品
の
価
額
が
給
与
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す

爛
裏
返
せ
ば
、
自
分
の
頭
で
考
え
行
動

実
行
す
る
自
発
性
が
企
業
を
成
長
さ
爛

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

の
で
注
意
が
必
要
で
す
o

脚
す
る
機
会
を
奪
っ
て
い
る
の
で
す
。

せ
る
の
で
す
。


